ハ i り蹤操作 


本体の設置や接続、を部のを称などシステムのセツトアップを始める前や運用時に巧っておいていただき 
たい基本的なことが6について説おしまず。 


設置(一12ページ） . 

各部の名称と機能(->26ページ) 

接続じついて （^34 ぺージ） ........ 

基本的な操作(^37ぺージ） ........ 


本体の設置手順じついて説明します。 

本体のを部のを称と機能じついてパーツ単位に説 
明していまず。 

本体にケーブルを接続ずる際のを意事項を記載し 
ます。 


電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディ 
スクや CD - ROM のセツトちまなどについて説日月 
しています。 










設置 

本装置は卓上または EIA 規格に適合したラックに設置して使用します。 


卓上への設置 



A ミち意 



装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• 指定む外の場所に設置しない 


設置にふさわしい場所は次のとおりです。 
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次に示ずを件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これ6の場所に本体を 

設置すると、誤動作の原因となりまず。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、ち蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生ずる場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所(大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類のお< 
や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物のを下が考えられる場所。 

• 電源コードまたはインタフェースケーブルを足で踏んだり、引っ掛けたりするおそれの 
ある場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放を/通信用アンテナ、送電綜、電磁ク 
レーンなど)の近< (やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを巧ってください）。 

• 本体の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコンセ 
ントに接続しなければな6ない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のお< には設置しないでください。（電源ノイズを発生ずる装置のお< に設置すると 
きは電源配線の分離やノイズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して 
行ってください。） 

卓上に置<場合は，本体底面に添付のゴム足を貼り付けて<ださい。 

設置場所がままった6、本体の底面をしっかりと持って、設置場所にゆっくりと静かに置い 

てください。本体は3台まで積み重ねて置くことができまず。 

本体の上には質量 8 kg じ(下の液晶ディスプレイを置くことができます。 
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ツクへの設置 


ラックの設置については、ラックに添付の説巧書を参照するか、保守サービス会社にお問い 
合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に化頼することわできます。 





A A 

戀 

装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死 
こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページむ降の説明を 
ご覧ください。 

• 指定むがの場所に設置しない 

• アース線をガス管につながない 


A ミち意 




Q 


装置をま全にお植いいただくために;夕のま意事 I 頁をおずお守りください。义傷や 
けびなどを貴ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ぺージ 
け降の説明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 1人で部品の取り付けをしない 

• 荷重び集中してしま5よラな設置はしない 

•ラックび不安定な状態でデ/ (イスをラ 、リクれ 5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか日引き出した状態にしない 

• 定格電源を超える配線をしない 


次に示すを件に当てはまるような場所には、ラックを設置しないでください。これ6の場所 
にラックを設置したり、ラックに本体を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 本体をラックか6完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、を蔵庫などのおく）。 

• 強い振動の発生ずる場所。 

• 腐食性ガスの発生ずる場所(大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類のお< 
や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止出エが施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物のを下が考え6れる場所。 
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• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放を/适信用アンテナ、送電綜、電磁ク 
レーンなど)のを<(やむを得ない場合は、保ずサービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを巧ってください）。 

• 本体の電源コードを他の接巧線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコンセ 
ントに接続しなければな6ない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点 スパーク など)を発生する 
装置のお< (電源ノイズを発生する装置のお<じ設置するときは電源函綜の分離やノイズ 
フィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 

本体をラックに取り付ける手順をじ(下に示します。取り外し手順については、取り付け手順 
の後で説明しています。 

ここでは、 NEC 製のラックまたは他社製ラックへの取り付け手順について説 B 月します。 
NEC 製のラックのうち、 N 8540 -28/29/3 別こ取り付ける場合は、オプションの 「NS 143-39 
ラック取り付け用ブラケット」がか要です。取り付け手順については、 N 8 143-39 ラック取 
り付け用ブラケットに添付の説明書を参照ずる力\保守サービス会社にお問い合わせ< ださ 
い。 






A® 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りくだをい。人が死 
こずる、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 1 U 降の説明を 
ご覧ください。 

• 規定外のラックで使用しない 

• 指定むがの場所で使用しない 



A ま意 


A \ 

瓜 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。乂傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 

1 U 降の説明をご覧ください。 

• 落下ミち意 

• 装置を引さ出した状態にしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 



M -0 ラック内部の温度上昇とエアフ □- について 

複裝!台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりずると、ラック内部の温 
度び各装置か弓発ずる熱によって上昇し、動作な証温度（10で~3已で）を超え、誤動作を 
してしまうおそれびありまず。運用中にラック内部の温度び保障節囲を超えないようにラッ 
ク内部、および室内のエアフ □- について十巧な巧討と対策をしてください。 
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取り付け部品の確認 


ラックへ取り付けるために次の部品があることを殖認してください。 



渗 すすす 言 


項蚕 

名称 

数量 

備考 

① 

マウントブラケット 

2 


霞 

マウントホルダー ( L ) 

1 


@ 

マウントホルダー ( R ) 

1 


® 

サポートブラケット 

2 


© 

エクステンションプラケット 

2 


® 

フ□ントぺゼル 

1 


@ 

コアナット 

8 


® 

ネジ A 

4 

M 4 ネジ、ネジ部の長さ： 6 mm 、 インナー 
レールを本体に固定ずる際に使用ずる。 

⑩ 

ネジ目 

2 

M 3 ネジ、ネジ部の長さ： 6 mm , マウント 
ホルダーを本体に固をずる際に使用ずる。 

⑩ 

ネジ C 

2 

皿ネジ、 M 3 ネジ、ネジ部の長さ：目 mm 、 
エクステンションプラケットを固定ずる隙に 
使用する。 

⑩ 

ネジ D 

6 

M 日ネジ、ネジ部の長さ： 10 mm 、 サポートプ 
ラケットをラックに固をする際に使用ずる。 


必要な工具 

ラックへ取り付けるために企、要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 




















取り付け手順 


次の手順で本体をラックへ取り付けます C 


— -〇 NEC 製のラックのうち、N 8 己 40-2 S /2 目/ 38 への取り付けには N 8143-39 ラック取り 
置重司付け用ブラケットが必要となりまず。また、取り付け方法については NS 143-39 ラック 
取り付け巧ブラケットに添付の説明書をご覧くだをい。 


マウントブラケットとマウントホルダーの取り付け 


1. マウントブラケットのネジ巧と本体側面 
のネジ巧を合わせる。 

吕.マウントブラケットをネジ A に本）で本体 
じ固定する。 

3. もう一方の側面にマウントブラケットを 
手順 1 〜 2 と同じ手順で取り付ける。 

4. マウントホルダーをネジ巨(各1本）で本体 
じ固定ずる。 




それぞれ、エンボスをボス巧にはめ込んでくた‘さい。 
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コアナツトの取り付け 


サポートブラケットを固をする位置に添付のコアナットを取り付けます。コアナットは 
ラックの前面(左ちとわ）にを2個、背面(左ちと电）にを2個の合計8個取り付けまず。 

コアナットは nu (ラックでの高さを表す単位)」の中に2個取り付けてください ( NEC 製の 
ラックでは、 1 U 単位に丸い刻印があります)。 1 U あたり、ス□ット（ち穴）が3つありま 
す。3つの ス □ットのうち、ラック前面側では上の2つの ス □ットに、ラック背面側では 
上下のス□、ソトにコアナットを取り付けます。 

コアナットはラックの内側から取り付けます。ラックの前面に取り付けたコアナット 
は、上側がサポートブラケット前面の固をに使用します。下側は本体に取りがけたマウ 
ントホルダーにあるセットスクリューの受けとなります。背面のコアナットはサポート 
ブラケット背面の固定用として使われます。 


コアナットは下側のクリ、ソプをラックの四ち巧に引っかけてからマイナスドライバなど' 
で上側のクリ、ソプを穴に差し込みまず。 



ラックの前後，左をじ取り付けたコアナットの高さが同じであることを巧認してください。 










































• サポートブラケットの取り付け 


サポートブラケットを引き延ばす。 



2. エクステンションブラケットを取りがける。（ラックの前後の奧行きが700の場合のみ） 
ラックの前後の奧行きが700 mmJ : 厶 b の場合のみ以下の手順を巧いまず。 


( D サポートブラケットの一方を引きブ 
ラケットを分解する。 

( D エクステンションブラケットを一方 
のブラケットじ差し込む。 


エクステンション 

ブラケット 



(3) エクステンションブラケットをネジ 
C (1 本)で固をずる。 
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④もう一方のブラケットをエクステン 
シヨンプラケットじ差し込む。 




サポートプラケットを固定ずる部分のフレームがラックのフレームよりも手前じあることをお 
認して<ピさい。 

4. 一を取り外して，サポートブラケットの四ち巧がブラケットで完全に隠れていることをお認す 
る。 

完全に隠れていたら、再度、ラックに取り付けてください。 
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本体のセツトスクリ ューの 
受けに使用する 




ネジ D 


ラック前面側 


ラック側面側 


ヴポートブラケットのネジ巧はをか上下にず5ずことができる程度のクリアランスを持つてし、 
まず。初めて取り付ける場合は、コアナットのネジ巧がサポートプラケットのネジ穴の中央に 
位置ずるようにしてか5固定してください。もし、本体を取り付けたときに本体の上下に搭載 
している装置にぶつかる場合は、いったん本体を取り出してサボートブラケットの固定位置を 
調整してください(ぶつかる装置の取り付け位置も調整ずる必要がある場合もありまず)。 


目.もう一方のサポートブラケットを手順1〜5と同じ手順で取り付ける。 


I チェック I 


すでに取り付けているサポートブラケットと同じ高さに取り付けていることを確認してくださ 
し、 


己.サポートブラケットを支えながら、ネジ D (3 本)でラックに固をずる。 

サポートブラケットが水平に取りがけ6れていることを磕詔してください 


□目 □ □ 
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• 本体の取り付け 


取りがけは1人でわできますが、ラ、ソク上段へ取り付ける場合には2人じ(上で行ってくだ 
さい。 




本体の上下に搭載している装置にぶつかる場合は、いつたん本体を取り出してサボートブラケッ 
卜の固定位置を調整してください(ぶつかる装置の取り付け位置も調整ずる必要びある場合らあ 
りまず）。 


• 本体の固定 


1. 本体をラックへ完をに押し込む。 


2. 左ちのマウントホルダーにあるセツトス 
クリューでラックに固定ずる。 
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取り外し手順 


次の手順で本体をラックから取りかします。取り外しは1人でもできまずが、なるべく複数 
をで行うことをお勧めします。 


/h\ 

Q 


A ま思 

装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けがなどを負うおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 
な降の説明をご覧ください。 

• 指を挟まない 

• ラックが不安定な状態でデパイスをラックか6引き出さない 
• 落下注意 

• 装置を引を出した状態にしない 

• 複数台のデバイスをラックか目引き出した状態にしない 
• 動作中に装置をラックか6引き出さない 


1. フ□ントべゼルの□ックを解除する。 




3. システムのシャツトダウン処理をずるか P 0 机 ER スイ、ソチを押して本体の電源を OFF ( PO 机 ER ラ 
ンプ消财）じする。 
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4 . 本体前面（または背面）じある UID スイッチを押して、 UID ランプを点のさせる。 


UID スイ、ソチ 

(ランプ兼用） 


己.本体に接続しているすべてのケーブル、および電源コードを取り外ず。 


本体背面のケープルや電源コードを取り外す前に UID ランプで取り外そうとしている装置である 
ことを確認してください。 


巨.前面の左ちじあるセットスクリューをゆ 
るめて、八ンドルを持ってゆっくりと 
ラックか6引き化ず。 

本体の両端をしっかりと持てる位置（約 
1己 cm ほど）までゆっくりと静かにラック 
か6引き化してください。 



w-oira 

本体を引き出しずぎると、サポートブラケットか5列れて落下ずるおそれがありまず。本体に 
貼り付け5れている警告ラベルを見なが5ま意して本体を引き出してください。 


7. 本体の左ち底面をしっかりと持って取り外し、じょうぶで平6な机の上に置く。 


IvrOira 

I 本体を引さ出 


I き出したまま放置しないでください。必ずラックか6取りがしてくださし、。 

ラックの機構部品も取り外ず塌合は、「取り付け手順」を参照して取り外してください。 
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各部のち祿と機能 

本体の各部のを称を次に示します。ここで説明していない部品は本装置では使用しません。 


本体前面 



⑥ ⑥ @-1 ⑦ -2 


<フロントぺゼルを取り》卜した状態> 


⑨ -1(8)-2 (8)-3 
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①フ□ントベセル 

日常の運巧時に前面のデバイス類を保護すカバー。添付 
のセ丰ュリティ丰一で□ックすることができる（一37 
ぺージ)。 

® キース□ット 

フ□ントベセルの□ックを解除するセキュリティ丰一の 
差し口。 

感 STATUS ランプ(緑色/アンパ’一色） 

本体標準装備のリモートマネージメントカードが監視し 
ているハードウェアの状態を表示するランプ。正常に動 
作している商は緑色に点灯する。異常が起きると消灯. 
緑色に点減、またはアンバー色に点灯/点減する (-31 
ぺージ)。 

® D 旧 K ACCESS ランプ(緑色） 

取 y 付けているディスクが載作しているときに点灯する 
卜33ぺージ)。 

® POWER スイッチ/ POWER ランプ(緑色） 

電源を ON / OFF するスイッチト31、38ぺージ)。一度 
押すと POWER ランプが点灯し、日 N の状態になる。も 
う一度押すと電源を日 FF にする（ランプは消灯する）。4 
秒]: i 上押し編けると強制的にシャットダウンする。 

(D UID (ユニット ID) ランプ(青色)/ UID スイッチ 

UID ランプを ON / 日 FF にするスイ、ソチ。スイ、ソチを一度 
押すと、 UID ランプが,な灯し.ちう一度押すと消灯する 
卜33、44ぺージ）。ソフトウェアか6の〕マンドに 
よってもぶミ臧する （^41 ページ)。 

⑦ ACT/UNK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接続している八プなどのデバイス 
とリンクしているときに緑色に点なし、アクティブな状 
態にあるときに緑色に点減する（一33ページ)。ホ尾の 
数字は「1」が LAN ポート UethO ) 用で、口」が LAN ポート 
2( eth 1) 用を示す （ rethO 」、「 ethlj はシステム上のポー 
卜番号)。 


® DVD-ROM ドラィブ 

DVD - R 日 M や CD - R 日 M の読み化しを巧う装置（一41ペー 
シ‘)。 

(D-1 ディスクアクセスランプ 
(8)-2 トレーイジェクトポ女ン 

(8) -3 強制イジェクトホール 

感3.已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ □、ソ ピーディスクを挿人して、データの書き込 
み/読み化しを巧う装置(一39ページ)。 

(D-1 ディスクアクセスランプ 
(D-2 イジェクトボクン 

(9) -3 ディスク挿入 □ 

⑩リセットスイッチ 

押すとリセットを実行する。通常は使用しない。 

⑩ NMI(DUMP) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使巧しない。 

⑩シリアルポート B(COM B) コネクタ 

シリアルインクーフェースを持つ装置と接続する（一34 
ぺージ）。 
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本体背面 



© 電源コネクタ 

電源コードを接続するコネクタ（->34ページ)。 

(D PCI ボード増設用ス□ット 

PCI ボードを取りがけるス□、ソト（一3日4ページ)。 

(2)-1 □ープ□ファイル PCI ボード 

(2)-2 フル八イト PCI ボード 

感 SPEED ランプ馈色） 

ネットワークポートの通信速度を示すランプ(^33ぺ一 
ジ)。 

(D ACT / UNK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接続している八プなどのデバイ 
スとリンクしているときに緑色に点灯し、アクティブ 
な状態にあるときに緑色に点ミ廊する（一33ページ)。 


(D LAN コネクタ 

1 000 BASE - T /1 日0巨 ASE - TX / 1 日巨 ASE - T と接綿する〕ネ 
クタ（^34ぺージ)。 L 冉 N 上のネットワークシステムと接続 
する。末尾の呼称はソフトウェアか6の見えちを示ず。 

(D UID スイッチ/ UID ランプ(青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する。ソフトウェアか6 
のコマンドによっても点灯する（オプションのリモートマ 
ネージメントカードを装着しているときに機能する）。 

③シリアルポート A(COM A ) コネクタ 

シリアルインターフェースを持つ装置と接続する（一34 
ぺージ）。 
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本体巧部 



①ドライブベイ UA- ドディスク 
ドライブ標準装備） 

⑤ ドライプべイ吕 （A- ドディスク 
ドライプはオプション） 

③ をち P ファン(末尾の数宇はファ 
ン番号を示ず） 

④ U モート7ネージメントカード 

⑥ PCI ライザーカード 


⑥ マザーボード 

⑦ メモリ 

(D ヒートシンク 
(D エアダクト 
⑩電源ユニット 
⑩ CPU フアン 
⑩フ□ントパネルボード 
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① ②③ ⑥ 



饭）⑩⑩ ⑩⑩⑩ -1 


① プ□セッヴソケット 

② DIMM ソケット(上占、51,2,3, 4) 

③ HDD LED 

④ CPU フアンコネクタ 

⑥システムフアンコネクタ（末尾の数宇はフアンま 
号を示ず） 

⑥ 電源コネクタ 

⑦ IDE コネクタ（プライマリ） 

⑥フ□ッピーディスクドライブコネクタ 


( D フ□ントバネルコネクタ 

⑩シリアル ATA コネクタ(末尾①掛宇はコネクタ番号 
を示ず） 

⑩ CMOS メモ U コンフィグレーシヨンジヤンパ 
⑩ U モートマネージメントカードコネクタ 
⑩リチウムバッテ U 
⑩スピーカ 

⑩ PCI ライザーカードス□ット 
⑩列部接続コネクタ/列部か6の操作スイッチ 
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ランプ表示 


本体前面には8つ、背面には3つのランプがあります。ランプの表示とその意巧は次のとおり 
です。 

POWER ランプけ:） 

本体前面に1個あります。本体の電源が ON の闇、ランプが緑色に点なしています。 


STATUS ランプ (A) 

本体前面にあります。八ードウェアが正常に動作している聞は STATUS ランプは緑色に点な 
します。 STATUS ランプが消なしているときや、緑をに点滅、またはアンバー色に点灯/点 
滅しているときは八ードウェアになんらかの異常が起きたことを示しまず。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意巧、対処ちまを示します。 

两一〇 • ESMPRO またはオフライン巧守ユーティ U ティをインス!ルしておくとエラー□グ 
を参照ずることで®居の原因をお認ずることびできまず。 

• しりたん電源を OFF にして再起動ずると走に、 0 S か5シャットダウン処理ができる場 
合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン処理ができない場 
合はリセット、強制電源 OFF をずるか (3 日べージ参照)、一度電源コードを抜き差しし 
て再起動させてください。 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

巧処方法 

緑色に点灯 

正常に動作していまず。 

— 

緑色に点滅 

メモリが觸退した状態で動作してい 
まず。 

目 IOS セットアップユーテイリテイ 
「SETUP」 を使って縮退しているメモリ 
を確認後、早急に交換ずることをお勧め 
しまず。 

CPU エラーを検出した状態で動作し 
ていまず。 

目 IOS セットアップユーテイリテイ 

「SETUP」 を使って CPU の状態を磕認 
後、早急に交換ずることをお勧めしま 
す。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

電源を ON にしてください。 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を完了 
後、しばらくずると緑色(こ点なします。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を OFF にして、電源を ON じ 
し直してください。 POST の画面で何ら 
かのエラーメ、ソセージが表示された場合 
は、メッセージを記録して保守サービス 
会社(こ速絡してください。 

CPU 温度の異常を檢化した。 

ウォッチドッグタイマなイムアウト 
が発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが検化 
された。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

CPU パスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちくださ 
い。 

アンバー色(こ点な 

温度異常をお化した。 

巧部のファンにホコリやチリが付着して 
いないかどうか殖認してください。ま 
た、内部ファンのケーブルがあ実にち続 
されていることを確話してください。 
それでち表示が変わらない場合は.保守 
サービス会社に速おしてください。 

電圧異常をお化した。 

保守サービス会社に速おしてください。 

アンバー色(こ点ミ臧 

ファンアラームを検出した。 

内部ファンのケーブルが巧実じあ綺され 
ていることを巧認してください。それで 
ち表示が変わ6ない場合は，保守サービ 
ス会社に速給して<ださい。 

温度警告をお化した。 

内部のファンにホコリやチリが付着して 
いないかどうか殖認してください。ま 
た、内部ファンのケーブルがあ実にち続 
されていることを巧話してください。 
それでち表示が変わらない場合は，保守 
サービス会社に速おしてください。 

電圧警告をお化した。 

保守サービス会社に速おしてください。 
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DISK ACCESS ランプ (i) 

本体前面じあります。 DISK ACCESS ランプは本体内部の八ードディスクドライブや DVD- 
ROM ドライブにアクセスしているときに点好します。 


アクセスランプ 

本体前面にあるフ□、ソピーディスクドライブと DVD-ROM ドライブのアクセスランプは、そ 
れぞれにセツトされているディスクにアクセスしているときに点なします。 


UID ( ユニット ID ) ランプ 

本体前面と背面に各1個あります。本体前面にある UID スイ、ソチを押ずと点灯し 、もう一度 
押すと消灯します。ソフトウェアからのコマンドを受信したときは点滅で表示します。複数 
台の装置がラックに搭載された中から特定の装置を識別したいときなどに使用することがで 
きます。特にラック背面か6のメンテナンスのときは、このランプを点好させておくと、対 
ま装置を闇違えずに作業することができます。 


ACT/UNK ランプ ( 品 1 、品 2) 

本体前面と背面 (LAN コネクタ部分)にを1個あります。本体標準装備のネットワークポート 
の状態を表示します。本体と八ブに電力が供給されていて、かつ正常に接続されている場合 
に点灯しまず (LINK) 。ネットワークポートがを受信を巧っているときじ点滅します (ACT)。 
LINK 状態なのにランプが点なしない場合は，ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
磕認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク （LAN) コント□-ラ 
が古な障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡して 
ください。 


SPEED ランプ 

本体背面の LAN コネクタ部分に各1個ありまず。本体標準装備のネットワークポートの通信 
モードが1000己 ASE-T か、100BASE-TX、 10BASE-T のどち6のネットワークインタ 
フエースで動作されているかを示しまず。アンバー色に点灯しているときは1000 BASE-T 
で、緑色に点灯しているときは10肥 ASE-TX で動作されていることを示します。消なして 
いるときは、 10BASE-T で動作していることを示しまず。 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 


33 



接続について 

本体をネットワークに接続します。 

ネットワークケーブルを接滿してから添がの電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつな 
げます。 


n-O 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運乾の設定、サーバス 
イッチユニットへの接続*設定などシステム構成に関ずる要ボびごさ’いました目、保守サー 
ビス会社の保守員（またはシステムエンジニア）にお知6せくだをい。 





装置を安全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が巧こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは 、 iii 
ページな降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A ミち意 


装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 


A\A\ 


• 指定 w 外のコンセントに差し込まない 
• たこを配線にしない 
• 中途半端に差し込まない 
• 指定 w 列の電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り巧けや取りがしをしない 
• 指定むがのインタフ王ースケーブルを使巧しない 


n-O • 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してください。 ON の状態の 
ttma まま接続ずると誤動作や故障の原因となりまず。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続ずる場合は、お買いホ 
めの，眼売店でそれ5の装置が本装置で使用でさることをあ5かじめ確 IS してください。 
ヴードパーティの装置の中には本装置で使用でさないものがありまず。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービスを使用ずる場含は、 NEC フィールディ 
ングに相談してください。 

• 回線に接続ずる場合は、設定機関に申請済みのボードを使用してください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはできません。 

• PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケープルを巧くときは、コ 
ネクタのツメが手では巧しにくくなつているため、マイナスドライパなどを使用してツ 
メを巧して巧いてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN ポートやその他 
のポートを破損しないよラ十分にま意してください。 


34 



















ケーブルを接続した後は、ケーブルタイなどでケーブルが絡まないように束ねてください。 


.-0 ケーブルびラックのドアや側面のガイドレール、または周辺の機器などに当た6ないよラ 
ち韦司 フオ ー S ングしてくだをい。 


前面 


シリアルインタフェースを持つ 
装置(管理 PC など） 


000000000000000000000 
0000000000000000000000000000000000000000 
, 00000000000000000000000000000000000 

0000000000000000000000000000000000 
00000000000000000000000000000000000 
, 0000000000000000000000000000000000 

00000000000000000000000000000000000 



最後に添付の電源コードを 
コンセントまたは UPS の 
サービスコンセントに接続する。 


シリアルインク 
フェースを持つ 
装置 ( UPS など） 


内部 LAN DMZ 巧 LAN 



内部 LAN 


品4 

外部 LAN 
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本体の電源〕ードをお停電電源装置 ( UPS ) じ接続ずる場合は， UPS の側面にあるサービス〕 
ンセントに接続しまず。 

UPS のサービス〕ンセントには 、 「SWITCH OUT 」 と rUN-SWITCH OUT 」 という2種類の〕 
ンセントがあります （ rOUTPUTI 」、 rOUTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 




UN-SWITCH OUT 
(0UTPUT2) 


鼠 



SWITCH OUT 
(OUTPUT 1) 


UPS を制御ずるアプリケーシヨンか 6 電源の制御をしたい場合は 、 SWITCH OUT じ電源 
コードを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWITCH OUT に電源コードを接続します尼4時間稼働させる 
モデムなどはこのコンセントに接続します）。 

本体の電源〕ードを接続した UPS によって、 UPS か6の電源供給と本体の ON / OFF を連動 
(リンク）させるために B の S の設定変更があ要となる場合がありまず。 

B の S のに e 「 ve 「」一 rAC - UNK 」 を選択し、適切なパラメータ側に変更してください (6 章を参 
照）。 
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基本的な操作 


基本的な操作のち法について説明します。 


フ□ントべゼル 


フ□ントべゼルを取り付け、添付のセキュリティキーで□ックすることにより本体前面の機 
器やスイッチ類へのアクセスを保畫ずることができます。 

ラックに搭載した本体の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブ 
を取り扱うときはフ□ントべゼルを取り外します掉上に設置した場合は、フ□ントべゼル 
を取り付けることはできません）。 

I n-O フ□ントべゼルは、添付のセキユリティキーで□ックを解除しないと開けることびでをませ 
B 重3 ん。 


1 . キース□ットじ添付のセキュリティキーを差し込み，キーをフ□ントべゼル側に軽く押しながら 
回して□ックを解除する。 



2 . フ□ントべゼルのち端を軽<持って手前 
じ引<。 

3 . フ□ントべゼルを左に少しスライドさせ 
てタブをフレームからタトして本体か6取 
りかす。 


フ□ントべゼルを取り付けるときは、フ日 
ントべゼルの左端のタブを本体のフレーム 
に引っかけるようにしなが6取り付けま 
す。取り付けた後はセキュリティのために 
わ キーで □ックしてください。 
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POWER スイツチ-電源の ON / OFF / 再起動- 


本体の電源は前面じある POWER スイ、ソチを押すと ON の状態【こなります。 

次の順唐で電源を 0 N 1 こします。 

fl-O • 添付の r バックアップ CD - ROMJ を CD - ROM ドライブにセットしたまま起動ずるとシス 
區重賣 テムを再インス!ルしてしまいまず（このときに確認のメッセージなどは表示されま 

せん）。 

• 添付の 「 EXPRESS 日 UILDER ( S 口 J を CD - ROM ドライブにセットしたまま起動ずると 
EXPRESSBUILDER ( SE ) が起動し、通常の運用には利用でをません。 


1 . ラックに搭載している場合は、フ□ントべゼルを取り外ず。 

2 . フ□、ソピーディスクドライブ(こフ□、ソピーディスクをセットしていないことを確認ずる。 

3. 本体前面じある POWER スイッチを押ず。 

P 0 邮 ER ランプが緑色に点なします。 



POWER スイ、ソチ 
(P 日 WER ランプ兼用 ) 


•L 画 

電源コードを接続するとハードウエアの初期診断を始めます（約5秒間）。初期診断中は POWER 
スイッチは機能しません。電源コードの接続直後は、約5抄ほど時間をおいてから POWER ス 
イッチを押してください。 

電源 ON の後、自己診断プ□グラム ( POST ) を実巧して八ードウエアを診断していまず。 POST を 
完了ずるとシステムが起動します。システムの起動後は Management Console から本体の設を节 
管理ができまず。4章をご覧ください。 

本体の電源の OFF 节リセ、ソト（再起動)は Management Console を使用しまず。4章を参照してく 
ださい 。 Management Console か6電源を OFF できないときは本体の P 0 机 ER スイ、ソチを4秒以 
上押し続けてください(強制電源 OFF )。 
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フ□ッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み出し（リード）-保存（ライト）を巧うこ 
とのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フ日ツピーデイスク （1.44 M バイト）と 2 DD フ日ツピーデイスク （720 K バイ 
卜）を使用することができます。 


フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が 0 N 
(POWER ランプ点な）になっていることを確認してください。 

フ□，ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化しまず。 

イジェクトボタンを押ずとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
6取り化せまず。 

• フォーマットされていないフ□ッピーディスクをセットずると>ディスクの内容を読め 
ないことをならせるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
0S じ添イ寸の説日月書を参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットし > フォーマット巧 
みのフ□、ソピーディスクを使用してください。 

• フ□ッピーディスクをセットした後に本体の電源を ON じしたり，再起動ずるとフ□ッ 
ピーディスクか6起動します。フ□ッピーディスク内にシステムがないと起動できませ 
ん。 

• フ□ッピーディスクアクセスランプが消のしていることを巧認してからフ□ッピーディ 
スクを取り化してください。アクセスランプが点の中に取り化すとデータがあ壊される 
おそれがあります。 


フ□ツピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保をずる大切なものでず。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿人してください。 

• ラベルは正しい位置に目占り付けてください。 

• 銘筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクじ書き込んだりしないでください。 

• シャツタを開けないでください。 

• ゴミやほこりのをいところでは使用しないでください。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のお< や薬品のお< には置かないで< ださい。 
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• 磁石など磁気を帯びたものをおづけないで < ださい。 

♦クリ、ソプなどではさんだり、落としたりしないで<ださい。 

• 磁気やほこりか6保畫できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フ□，ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようじライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは，読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時じ(外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで巧います。 

• フ□ッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータはを期的にバックアップをとっておくことをお勃めします。（本体に添付されて 
いるフ □、ソピー デイスクはあずバ 、ソク アップをとってください。） 
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DVD - ROM ドライブ 


本体前面に DVD - ROM ドライブか•ありまず。 DVD - ROM ドライブは DVD - ROM や CD - ROM の 
データを読むための装置です。 



A ま意 


QA 

装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページな降の説明をご覧ください。 

• DVD-ROM ドライブのトレーを弓怯出したまま放置しない 


ディスクのセツト/取り出し 

ディスクは次の手順でセツトします。 

1. ディスクを DVD - ROM ドライブじセツトする前に本体の電源が ON ( PO 附 ER ランプが緑色に点火 ： D 
になっていることをお認ずる。 

2. DVD - ROM ドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押ず。 

トレーがみし化てきまず。 

3. トレーを磨く持って手前に引き化し.卜 
レーが止まるまで引き化ず。 


4. ディスクの文字が巧刷されている面を上 
じしてトレーの上に静かに，お実に置 
<。 


已.ち図のようじ片方の手でトレーを持ちな 
がら，电う一方の手でトレーの中也じあ 
る駆動部分にディスクの巧がはまるよう 
じ指で押して.トレーにセットする。 
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6 . トレーの前面を磨く押して元に戻す。 



ディスクの取り化しは、ディスクをセツトするときと同じようにトレーイジェクトボタンを 
押してトレーを引き化します。 


アクセスランプが点なしているときはディスクにアクセスしていることを示します。トレー 
イジェク トボタンを押ず前にアクセスランプが点なしていないことを確認してください。 


ち図のように> 片ちの手でトレーを持ち、もう一 
方の手でトレーの中ムにある駆動部分を押さえな 
が6ディスクの端を超くつまみ上げるようじして 
トレーか6取り化します。 

ディスクを取り化した6トレーを元に戻してくだ 
さい。 



取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクが取り化せない場合は、次の手順 I こ従ってディ 
スクを取り化しまず。 

1. POWER スイッチを押して本体の電源を 
OFF ( P 0 机 ER ランプ消な）じずる。 

2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 強制イジェクトホール 

のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばし 
て代用できる）を DVD - ROM ドライブ前面 ,0ロロロ D 

ち側にある強制イジェクトホールじ差し ？ぶ?<器巧 

込んで、トレーが化てくるまでゆっくり 器ををを 

と押す。 : 



• つま楊ほやプラスチックなど巧れ 
やずいちのを使巧しないで<ださ 
い。 

• 上記の手順を巧ってもディスクび 
取り出せない場合は、保守ヴービ 
ス会社に連絡してください。 

3. トレーを持って引き化ず。 

4. ディスクを取り化ず。 
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己. 


トレーを押して元【こ戻ず。 


















ディスクの取り扱いについて 

使用するディスクは次の点にを意して取り扱って< ださい。 

• CD 規格に準拠しないロピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生機 
器における再生の保証はいたしかねまず。 

• ディスクを巧とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、巧げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを目占らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーじていねいに置いてください。 

• 车ズをつけたり、 鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• 指がやほこりがついたときは> 乾いた柔6かい巧で、内側か6外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー，クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使巧後は> 専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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UID スイツチ-本体の確認- 


複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるためじ本体の前面および背面には rUID (ユニ，ソト ID ) ランプ」が設けられていま 
す。 



UID ランプ / UID スイッチ 


UID (ユニ、ソト ID ) スイッチを押すと UID ランプが点なします。もう一度押すとランプは消な 
します。 

ソフトウエアか6コマンドを受信した場合は点滅表示しまず。 

g ; ランプはオンライン巧をユーティリティなどのソフトウエアのコマンドからランプを点なさ 

せることができます。 


ラック背面か6の保ずは，暗<、狭い中での作業となり，正常に動作している機器の電源や 
インタフェースケーブルを取リクトしたりするおそれがありまず。 UID スイ、ソチを巧って保守 
する本装置を確認してか6作業をすることをお勧めします。 
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